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揮発性硫黄化合物産生抑制におけるプロポリス含嗽剤 14 日間使用の効果
無作為化クロスオーバー試験による検討

森田 眞司1，2） 濃野 要1） 山賀 孝之3） 宮﨑 秀夫1）

概要：口臭の原因物質である揮発性硫黄化合物（Volatile sulfur compounds：以下VSCと略す）は主に舌苔中の細菌に
より産生される．一方，プロポリス抽出物は口腔内細菌の発育を抑制すると報告されている．そこで本実験は，プロポリ
スエキス含有含嗽剤 14 日間使用前後における舌背に占める舌苔面積および口腔内の気体中のVSC濃度の比較を行った．
対象は健康な男性 14 名である．被験者 14 名を無作為に 2群に割り付け，両群とも 0.2％プロポリスエキス溶液およびプ
ラセボを用いた実験に参加する交差研究とした．各対象者は 1回につき 1種類の含嗽剤にて，毎食後および就寝前の 1日
4回含嗽行い，これを 14 日間継続した．実験期間 1週間前より実験終了まで舌清掃を行わないものとした．洗い流し期間
は 14 日間とした．試験開始日および 14 日後の同時刻に，ガスクロマトグラフィによるVSC濃度測定およびデジタルカメ
ラによる舌背写真撮影を行った．
14 日間含嗽前後で比較すると，両群とも舌苔量に有意な変化はなかった．一方，硫化水素およびメチルメルカプタン濃
度は，対照群ではいずれも有意な減少はなかったが，試験群においては硫化水素濃度が平均値（ng�10 ml）で 1.758 から
0.880 と有意（p＝0.019）に減少した．以上より，プロポリス含嗽剤長期使用により硫化水素産生が抑制されることが示唆
された．
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はじめに

人とのコミュニケーションが避けられない社会生活に
おいて，口臭症は大きな問題となっている．1999 年に行
われた保健福祉動向調査では口腔に問題があると回答し
た 69.6％のうち，14.5％が口臭を気にしていた1）．口臭の
原因は口腔由来と全身疾患などの口腔外由来とに分けら
れるが，口腔由来が全体の 80～90％を占める2―5）とされ
る．口腔由来口臭の原因物質は硫化水素，メチルメルカ
プタンなどの揮発性硫黄化合物（volatile sulfur com-
pounds：以下VSCと略す）であり，嫌気性菌によってタ
ンパク質が代謝されることで産生される6，7）．つまり，
VSC産生の場はタンパク質や細菌を多量に含む舌苔や
歯周ポケットに存在し，口腔由来の口臭，すなわちVSC
の産生量は口腔内細菌量やタンパク質量に関係すると考
えられる．

口臭治療には 2つのアプローチ方法があり，一つは口
臭を隠す方法で，もう一つは口臭の原因を除去する方法
である．前者は対症療法であり，香料などによるマスキ
ングが主であったが，近年，VSCを非揮発化することに
よって拡散を抑える方法8）が開発されている．後者では，
機械的アプローチとしてプラークコントロールや歯石除
去などの歯周治療や舌清掃などが提唱されるようにな
り，また，化学的アプローチとしてプロテアーゼによる
舌苔除去9）や口腔内細菌減少のために抗菌剤を用いるこ
とが行われている10―14）．そこでわれわれは，抗菌効果をも
つとされる天然由来抽出物としてプロポリスに注目し
た．プロポリスはミツバチの巣に存在する樹脂を主成分
とした複合体であり，伝統的薬剤として用いられ，その
生物学的活性や薬理活性については 1900 年初頭から報
告されている．in vitroでの細菌抑制効果の報告では，歯
周病関連細菌の増殖を抑制するとされる15）．
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